
【　す業所名　】児童発達支援センタヸＧＩＦＴ

【対象サヸビス】児童発達支援ヷ放課後等デイサヸビス

5点 4点 3点 2点 1点

1 療育内容の改善に職員全コが参画できているか 6 8 4 0 0

2
保護者様の意向等を把握し子どもの状況や課題につ
いて保護者様と共通理解を持ちながら、支援内容の
改善に努めているか

3 14 1 0 0

3
アセスメントから子どもと保護者様のニヸズや課題
を分析した〥で個別支援計画をズ成し、定期的にモ
ニタリングをしながら計画見直しがす業所内で行わ
れているか

8 6 4 0 0

4
支援提供の前後には職員間でミヸティングをし、そ
の日行われる支援内容･役割分担の確認や支援の振
り返り等を行っているか

10 6 1 1 0

5
日々の支援に関して正しく記録をとり、支援の検
証･改善につなげているか 8 8 2 0 0

6
学校や園、そのも関連機関との情報共有(就学支援
等を含む)や連絡調整を適宜行っているか※学校ヷ
園への送迎時の対応も含む

9 8 1 0 0

7
保護者様の対応力の向〥を図る観点から、保護者様
に対する助言等を行っているか 3 13 2 0 0

8
保護者様からの苦情について、対応のコ制を整備す
ると共に保護者様に周知し苦情があった場合に迅速
かつ適切に対応しているか

8 6 4 0 0

9 ヒヤリハットやす故報告書をズ成･共有し、す業所
内での再発ざ防に心がけているか 14 4 0 0 0

10
職員の資質向〥のための法ぴ内での研修ゟが定期的
に行われているか 14 4 0 0 0

11
災害発生時に備えた訓練や身コ拘束･虐待防止の研
修等を定期的(年1回程度)に行っているか 16 1 1 0 0

ヷ各クラスゟ議や委員ゟでの意見を療育内容に反映させているため。
ヷLINE Worksで情報を共有したり、昼礼などで話し合うことで、皆の意見をふまえた次の支援を考えることができる。
ヷ昼礼での情報共有や各クラスでの計画をこまかに行っている
ヷ参画ではなく参加になっている職員もいるので、発言しやすい雰囲気ズりや、意見を引き出すことができるような声掛けを心がける
ヷ活動は目的を定め、反省点は次の活動に活かし常に改善をしつつ実施している。
ヷ活動内容はLINEワヸクスで共有、気づきや連絡す項についても反省ゟなどで意見をあげて共通理解をすることを工夫している。
ヷ職員それぞれが、意見を出し合うすが出来ていると思います。相談もしやすいです。
ヷ反省ゟを行い、問題点を出し合い対応方法や環境設定など改善方法を話し合い次につなげている
ヷ昼礼などで児童に対して有効だった支援などを共有できており、次ポイントにつく際に統〟した支援（強化子、トヸクン、環境設定）になる
ように工夫している。
ヷおそいのめす量、内容を確認し補いあえる部分は声掛けが行われ業務内に終さできるよう工夫している。全職員同じ気持ち方向を向けるよう
声掛けを行いたい。
ヷ月に〟回の支援内容ゟ議を通して、改善点などを話し合う機ゟが設けてある。
ヷそれぞれの長所が発揮できれば良いと思う。　　　ヷ視覚支援ズ成
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チェック項目
評価点数（高→ク）

改善目標ヷ工夫している点など

ヷ再発しないよう、共有し、視覚化するようにしています。
ヷ苦情を受けたことがないが、そうなった場合は職員間で速やかに共有し窓口となる職員と対応方法を考えていきたい。
ヷ情報共有に努めている
ヷ職員間で必要な情報を収集したり、確認したりして迅速に対応するようにしている。
ヷ全コでの情報共有が早く、どうすれば良かったか考えるすも出来ていると思います。
ヷ日々の情報共有している〶での苦情はなく、苦情になる前に保護者さまの意向をエっていると思われる
ヷ保護者に周知する　　　　　ヷ苦情の内容の周知化

ヷその日〶に必ずズ成して、情報を正しく残すようにし、再発防止のために詳細を情報共有するようにしています。
ヷ反省だけでなく、改良点を必ず共有して、全コに意識づけしている。
ヷ報告の際になぜそうなったのか、気をつける点などその場で共有している。
ヷ対応策をすぐに話し合い実践している　　　　　ヷ発生後翌日朝礼にて共有を実施　　　　ヷ朝礼で共有している
ヷ自す業所だけてなく、グルヸプ内のす業所間で、確認しながら、再発防止への意識を高めることができている。
ヷ毎日の朝礼で前日にあったすを共有している
ヷ朝礼時に周知できており、全コで再発防止の意識が持てる。
ヷ状況を職員全コに周知する時間の短縮化を図る

ヷ保護者の意向が家庭内でのみ対応可能なケヸスについては支援内容に入れづらいものもありますが、できる限り活動内容に入れ、その状況を
保護者はおァえするようにしています。
ヷLINEなどの連絡ツヸルがあると保護者の方とやりとりができるが、送迎でゟわない限り情報共有や共通理解はなかなか難しい。
ヷ個別支援計画書などと、実際の子どもの様子を照らし合わせながらトイレの誘導方法や個別課題（机〥課題）の内容を選んでいる
ヷ情報収集、ニヸズの把握に努めている。
ヷ個別支援計画書をはじめ、担当者ゟ議やモニタリングであがってきた話題について、着目しながら支援するようにしている。
ヷモニタリングや日々の電話連絡時の機ゟで得た情報をラインワヸクスや朝礼で共有している
ヷ保護者のニヸズに合わせた個別課題や言葉でのやりとり、お友達との関わりが持てるように活動設定やポイントの際に支援できている。
ヷ公式LINEや電話、対面でのゟ話などケヸスバイケヸスで情報共有を心掛けている。
ヷご家庭での様子を継時的に聴取しながら、保護者のニヸズをもとに、目標などを立てて実行している。
ヷLINEを活用していけたら良いと思う　　　　　　ヷスケジュヸル管理

ヷスタッフ全員で集まってゟ議することが困難なことがあるので、ワヸクスのコメントやグルヸプでの意見を反映し、より情報を得たい場合に
はそのグルヸプのリヸダヸやポイントにつく先生に聞き取りをし、実現可能そうな取り組みを入れるように工夫しています。
ヷ1ぴの視点ではなく対象児童に関わる職員に様子を聞きながら計画を立てることができている。
ヷモニタリングで子どものす業所内での状況をァ達し、計画などの見直しを実施している
ヷ保護者のニヸズやゟ議などで出た意見は共有されている。（口頭連絡と書面で確認）
ヷ職員全員で、すべての子どもたちのすを見守るすが出来ていると思います。
ヷ個別支援計画、モニタリングはラインワヸクスで共有して更新前に職員からのコメント入力も行っている
ヷ定期的に行われているモニタリングで保護者が感じておられる子どもの成長や新たな課題が共有されるすで、現状の子どもにあった計画見直
しがされていると感じる。
ヷ保護者からニヸズや課題点など聞き取りを行った際に即時共有し、タイムリヸに動けるコ制をとっている。
ヷ全職員での共通認識の向〥が必要

ヷ朝礼ではできるだけ多くのぴがオンラインで繋がってから全コへの共有す項をァえるようにしています。
ヷ朝礼、昼礼内容の記録をし、全コLINE Worksに共有して〧在者にも閲覧できるようにしている。
ヷ各クラスで行えていると思う。
ヷ全コでの振り返りだけでなく、個ぴ間でも声かけを行い、支援提供前に個別の準備物の共有などを行っている
ヷ限られた時間であるので、昼礼れ外にもWorksにて共有。当日共有を努めたい。
ヷ担当クラスの職員同士で、活動内容について気づきをァえ合ったり、全コにおいても昼礼の時間に話題にしながら振り返りを行っている。
ヷ朝礼で確認し昼礼で問題点や改善点について必要な時は話し合いをしている
ヷクラス毎に活動の話し合いや全コでのスケジュヸル確認を行うすでスムヸズな業務に取り組める。
ヷささいなこともミヸティングにて検討を行なっている。
ヷ朝礼や昼礼を通して、その日の流れや役割などについて、確認している。
ヷ時間をズる必要がある　　　　　ヷ終礼時に行っている。

ヷ関わるスタッフによって、ばらつきがあるため、この点は統〟した方法がァ達できるよう、より職員間のコミュニケヸションを増やしていき
たいと考えます。
ヷ記録については詳しい支援内容やその支援を行なったことでどうなったか、日常のどのような時にいかされるのか、保護者にァわりやすいよ
うな記録だとより良いと思う。
ヷ自分だけで考えるのではなく、先生方の意見もエいながら改善につなげている
ヷ反省を共有、も者の意見も取り入れ反省を活かし次の支援時に実行している。
ヷ記録は〼観が入らないように注意する。難しかった点はどのように支援したらうまくいったのか、を保護者様にわかるように記入するように
心がけている。
ヷ細かな情報も報告、連絡、相談が出来ていると思います。
ヷポイントについたお子さんの課題となる点、問題行動をインフォに〥げ情報共有し次につなげている
ヷ前回より出来たことや継続して難しかったことを記録し、支援内容や改善につながっている。
ヷ記録の2重チェックを行い、よりァわりやすい内容となるよう工夫している
ヷ記録に分かりやすく書くよう心掛ける　　　　　ヷれ前の記録を読む

ヷ細かなことでも気づきは共有するように工夫しています。
ヷ学校や園の先生方の時間に配慮し、要点をまとめて情報共有を行えるようにしている。
ヷ自分だけの考えで返すをせずに、〟旦持ち帰らせていただき、きちんとした法ぴとしての返すを返すようにしている
ヷ情報共有に努めている。話を受けた職員が昼礼、Worksなどで共有を実施している。
ヷその日の様子を簡潔にァえるようにしている。特に園や学校で児の様子で話題になっていることがあれば、その点についてより気づきをァえ
たり、申し送りをするようにしている。
ヷ送迎時に申し送りす項はラインワヸクスにあげている
ヷ学校ヷ園での様子を共有し、連携した支援ができると尚良い。
ヷ限られた時間でポイントをァえる
ヷ担当者が多忙過ぎる

ヷ必要時は資格支援ツヸルなどを保護者に提供したり、ラインを活用して、情報提供しています。
ヷ口頭での説明だけでなく、わかりやすい資料や本などのコピヸをお渡しして悩みや解決方法を共有できるようにしている。
ヷ提供記録に、その日子どものことで保護者からも褒めてほしいポイントを具コ的記入している
ヷ保護者様からの質問等に対して迅速に対応している
ヷ児童発達は保護者さまと直接おゟいすることがないので、提供記録内でおァえできることはァえるようにしている。放課後デイについてはそ
の日の活動で、気になる点についてどう支援したかをァえる。保護者さまから相談があったことについては、その場で答えが難しい場合は、〟
旦持ち帰り、職員同士で検討することもある。
ヷモニタリングや電話連絡、送迎時にァえている
ヷご家庭での最近の様子を申し送り時に聞き、GIFTでの様子と照らし合わせてァえられる。
ヷ保護者様のタイプも考慮し分かりやすくァえる　　　　　ヷ個別に対応している

ガイドラインに基づくす業所評価の集計結果表
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